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◆研究キーワード                                   
 生活造形論 ／ 比較文化論 ／ 民藝運動 ／ studio crafts  

◆主要業績                             総数 ( 1 ）件 
・鈴木禎宏「リーチ製陶所の理念と活動」『民藝』第 646 号 (平成 18 年 10 月号）15-19 頁。 
・<研究発表> 「民藝運動と茶道」、茶の湯文化学会東京例会 東京芸術大学 2006 年 7 月 5 日。 
・<研究発表>“An Attempt at a “Counter-Industrial Revolution”: Bernard Leach’s Interpretation of the Mingei 

Movement”. SISJAC, British Museum, TrAIN, Embassy of Japan, UK 共催、<Workshop>Craft in 
20th-Century Japan and the UK  

・<研究発表>「『ポスト・ジャポニスム』考 バーナード･リーチ研究から見えてきたもの」  
ジャポニスム学会 ジャポニスム学会賞受賞記念講演 東京都文京区・学士会館分館、2007 年 3 月 14 日。 

・ ＜研究発表＞“Bernard Leach and Japan”. SFECO(la Société française pour l’étude de la céramique 
orientale), Orients  dans la céramique contemporaine 5e Colloque, INHA  Centre de Recherche sur 
l’Extrême-Orient, Université Paris-Sorbonne, 30 mars 2007. 

◆研究内容                    
専門分野： 
比較日本文化論/比較文学比較文化、生活造形論 
所属学会等 ： 
日本比較文学会 美術史学会 ジャポニスム学会 東

大比較文学会 文化資源学会 デザイン史フォーラム 

民族藝術学会 意匠学会 
主な研究課題： 
１ 二〇世紀イギリスの工芸 (Studio Pottery を中心

に）  
２ 近現代日本の工芸 (民芸運動ほか）  
３ その他日本とヨーロッパを軸とする比較文化論

（例えば、昭和初期の日本における「世界」観など） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆教育内容                  
主な担当授業科目 
 (学 部）比較生活文化論、比較生活文化論演習、比較生活

文化史 I、  
     生活造形論ほか  
（大学院）比較文化論、比較生活文化特論、生活造形特論、

生活芸術論 
 学部４年間を通じ、「自分で問題をみつけ、その問題に自分

で答えをみつけることのでき る人材」の育成を目指しており

ます。 
 この目的のためには、 (1)基礎技能を高めていくことと、 

(2)専門性を高めていくことと いう、二つの事柄が重要です。 
 すなわち、 (1)語学などの基礎学力、問題設定能力、情報

収集能力、分析・思考能力、発表能力などを高めていくこと

と、 (2)比較文化論という方法論を身につけ、 異文化理解

能力と異文化への発信能力を高めることです。 
 こうした観点から各学年の授業を組み立て、学部４年間で

一通りの能力が身に付くように努力しております。 
主に世界の諸地域における文化（特に生活造形）の諸相と、

それを支える精神構造・価値観の解明を研究課題とします。

特に近代以降の西ヨーロッパと日本を中心として、諸文化・

文明間の接触がもたらす文化の継承・変容を論じます。 
 その際には、日本を比較の基点とする比較文化論的アプロ

ーチを用います。これは、「日本」という文化を知ることで異

文化を知り、また異文化を知ることで自己の由来する文化の

あり方をふりかえるという、複眼的思考のことです。 (何か

と何かを比べて、その優劣を定めることではありません。)  
 現代では国際的な文化交流がますます速まっており、儀礼

や習慣を支える根底の意識も変容をきたしております。 
 こうした変化の流れの中に身をおきながら、今一度「生活」

というものの在り方を考え直したいと考えております。 
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◆Research Pursuits               
My research subjects so far are as follows: (1) 
Aspects of “Art for Life’s Sake” in Modern and 
Contemporary Japanese Cultural Scenes; (2) The 
History of the British Studio Craft Movement 
(mainly in the field of ceramics); and (3) A Mental 
Map of Modern Japan: A History of World Views 
Conceived by Modern Japan in the Period between 
1905 and 1945. 
 
 
 

◆Educational Pursuits            
Comparative Studies of Japanese Culture 
(Hikaku-Nihon-Bunka-Ron) is an approach to 
understanding Japanese culture and history in the 
context of world cultural traditions and world history. 
Our way of thinking is culturally and historically 
conditioned. The theory of Comparative Culture 
suggests first challenging these conventional modes 
of thinking by making reference to the possibility of 
other frameworks or cultural values, and, secondly, 
rediscovering the significance of the culture to which 
he or she thinks they belong. 

◆共同研究例                                      

「京都を中心とした、日本の伝統工芸の過去・現在・将来」研究会 
（国際日本文化研究センター、平成 15-18 年度） 

◆共同研究可能テーマ                                  

・情報技術革命と生活文化 

◆将来の研究計画・研究の展望                              

いわゆる「情報技術革命」が文化のあり方に及ぼす影響の分析 
「生活造形論」の理論化 

◆受験生等へのメッセージ                                
 日本語の「ハンカチ」と英語の"handkerchief"は似て非なるものですが、その違いをみなさんは御存知でしょう

か。 
「ハンカチ」とは「小型・方形の手ふき布」 (『広辞苑』)であるのに対し、 "handkerchief"は"a small piece of 
material or paper that you use for blowing your nose, etc." (鼻をかむさいなどに用いる、一切れのものまたは 
紙） (Oxford 英英辞典）です。「ハンカチ」も"handkerchief"も一切れの布であることにかわりはありませんが、

それらが現実の生活において果たす役割は、文化によって異なることになります。 
 このような生活造形などを手がかりとして、文化の接触と変容の 問題等に取り組んでおります。こうした問題を

考える際には、 (1)「異文化」を「自文化」に対して説明すること、 および(2)「自文化」を「異文化」に対して

説明すること、の２点を常に意識することになります。 
 文化と文化の接触の現場に興味があり、外国語の習得に意欲のある方を、歓迎いたします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 




